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平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
の
発
送
は
５
月
１
日
(月)
。
な
お
、

次
の
車
両
は
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
申

請
は
５
月
24
日
(水)
ま
で
。

減
免
対
象
車

・
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
か
た

が
所
有
し
、
使
用
す
る
も
の(

障
が
い

が
あ
る
か
た
１
人
に
つ
き
１
台
限
り)

・
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
か
た

が
使
用
す
る
た
め
に
改
造
し
た
も
の

・
居
宅
介
護
、
訪
問
介
護
な
ど
を
行
う

事
業
者
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使

用
す
る
も
の

減
免
申
請
窓
口

・
市
民
税
課
税
制
担
当(

市
役
所
２
階)

・
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
、
雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ

◆
グ
リ
ー
ン
化
特
例

一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る
軽
自
動

車
の
税
率
を
軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特

例
が
、
平
成
30
年
度
も
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
適
用
と
な
る
燃
費
基
準
に

こ
れ
ま
で
と
変
更
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
民
税
課
税
制
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
車
▼

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
30
年

３
月
31
日
に
新
規
取
得
し
た
三
輪
、
四

輪
以
上
の
軽
自
動
車

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
税
制
担
当

☎(

８
８
８)

５
４
７
５

運
転
免
許
の
あ
る
か
た
が
対
象
で

す
。
講
義
や
、
普
段
の
運
転
と
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
燃
費
比
較
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に
よ
り
、

環
境
に
や
さ
し
い
運
転
の
仕
方
を
学
び

ま
す
。

日
時
▼

５
月
20
日
(土)
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー(

新
屋)

先
着
▼

午
前
の
部･

午
後
の
部
各
15
人

申
し
込
み
▼

５
月
８
日
(月)
か
ら
17
日
(水)
ま

で
環
境
総
務
課
☎(
８
８
８)

５
７
０
４

左
記
の
臨
時
福
祉
給
付
金(

経
済
対

策
分)

の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か

た
へ
、
２
月
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

５
月
22
日
(月)
が
申
請
期
限
で
す
。
手

続
き
が
ま
だ
の
か
た
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
▼

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
秋

田
市
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
28
年
度
の

住
民
税
が
非
課
税
の
か
た
。
た
だ
し
、

課
税
さ
れ
て
い
る
か
た
の
扶
養
親
族
な

ど
に
な
っ
て
い
る
か
た
や
、  

生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
対
象
外
で
す

支
給
額
▼

１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
０

山
菜
採
り
や
行
楽
で
野
山
に
入
る
際

は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
鳴
る
も
の

や
、
強
い
臭
い
が
す
る
携
帯
の
蚊
取

り
線
香
な
ど
を
持
っ
て
、
複
数
人
で

行
動
し
ま
し
ょ
う

■
ク
マ
と
遭
遇
し
た
場
合
、
慌
て
ず
に

ク
マ
の
動
き
を
見
な
が
ら
後
ろ
に
下

が
り
、
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い

■
里
山
の
周
辺
の
森
林
地
な
ど
の
草
刈

り
を
行
い
見
通
し
を
良
く
す
る
こ
と

で
、
ク
マ
の
出
没
を
軽
減
で
き
ま
す

■
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
、
場
所･

時

間･

大
き
さ･

逃
走
方
向
な
ど
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

農
地
森
林
整
備
課

☎(

８
８
８)

５
７
４
１

ヤ
マ
ビ
ル
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も

に
５
月
頃
か
ら
発
生
し
ま
す
。
秋
田
市

北
部
、
五
城
目
町
な
ど
、
山
沿
い
の
湿

気
の
多
い
場
所
に
生
息
し
、
足
元
か
ら

は
い
上
が
っ
て
吸
血
し
ま
す
。

血
を
吸
わ
れ
る
と
出
血
が
止
ま
り
に

く
く
な
り
、
か
ゆ
み
が
長
時
間
残
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
に
あ
っ
た

ら
、
慌
て
ず
に
ヤ
マ
ビ
ル
を
引
き
離

し
、
絆
創
膏

ば
ん
そ
う
こ
う

な
ど
で
止
血
し
、
か
ゆ
み

が
残
る
場
合
は
、
虫
刺
さ
れ
軟
膏

な
ん
こ
う

な
ど

を
塗
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ヤ
マ
ビ
ル
被
害
防
止
の
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
忌
避

き

ひ

剤
を
服
や
靴
に

塗
っ
て
か
ら
野
山
に
入
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
地
森
林
整
備
課

☎(

８
８
８)

５
７
４
１

ア
ラ
ス
カ
州
キ
ナ
イ
半
島
郡
と
の
交

流
合
意
都
市
提
携
25
周
年
を
記
念
し
、

現
地
で
の
記
念
行
事
や
交
流
に
参
加
す

る
市
民
交
流
団
の
団
員
を
10
人
程
度
募

集
し
ま
す
。

対
象
▼

20
歳
以
上
の
か
た

日
程
▼

７
月
20
日
(木)
か
ら
26
日
(水)
ま
で

旅
費
▼

35
万
円
程
度

申
し
込
み
▼

５
月
28
日
(日)
ま
で
、
秋
田
ア

ラ
ス
カ
キ
ー
ナ
イ
会
事
務
局
の
池
田
さ

ん
☎
０
９
０-

７
０
７
８-

５
０
５
５

(

午
後
６
時
以
降)

E
メ
ー
ルakita_kenai@

yahoo.co.jp

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実じ

つ

技ぎ

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

を
開
催

か
い
さ
い

し
ま
す

臨り
ん

時じ

福ふ
く

祉し

給き
ゅ
う

付ふ

金き
ん

の

申
請

し
ん
せ
い

は
お
忘わ

す

れ
な
く

軽け
い

自じ

動
車
税

ど
う
し
ゃ
ぜ
い

の

減
免

げ
ん
め
ん

手て

続つ
づ

き
は
お
早は

や

め
に

平成29年４月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u310,906人(-1,745)…男u146,380人(-994)　女u164,526人(-751)

●世帯u135,004世帯(-366)

３月分 出生u157人　死亡u347人　転入u1,973人　転出u3,528人　

( )内は前月比●１年前の人口u313,341人

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注ち

ゅ
う

意い

！

野の

山や
ま

に
入は

い

る
時と

き

は

山や
ま

ビ
ル
に
ご
注ち

ゅ
う

意い

を

キ
ナ
イ
半
島
郡

は
ん
と
う
ぐ
ん

へ
の

市し

民
交

み
ん
こ
う

流り
ゅ
う

団だ
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

貸
出
用
シ
ル
バ
ー
カ
ー

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略
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人
権
擁
護
委
員

を
退
任
さ
れ
た
津

谷
ゆ
き
子
さ
ん

(

上
の
写
真)

に
、

国
民
の
人
権
擁
護

と
人
権
思
想
の
普

及
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
４
月
１
日

付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

■
４
月
１
日
付
で
、
佐
藤
繁
子
さ
ん 

が

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱(

新
任)

さ
れ

ま
し
た

■
差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人

権
に
関
す
る
ご
相
談
は
、｢

全
国
共
通

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル｣

へ

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

｢

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査｣

は
、
従

業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て
の
製
造
業
を

営
む
事
業
所
の
、
１
年
間
の
生
産
活
動

を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
日
は
６
月
１
日
(木)
。
調
査
員
証

を
持
っ
た
調
査
員
が
、
５
月
中
旬
か
ら

各
事
業
所
へ
調
査
票
を
配
布
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

情
報
統
計
課
☎(

８
８
８)

５
４
７
０

河
辺
三
内
地
区
で
、
５
月
下
旬
か
ら

10
月
下
旬
に
か
け
て
、
水
道
水
と
井
戸

水
な
ど
の
配
管
の
接
続
に
誤
り
が
な
い

か
調
査
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
配
水
の

流
れ
先
も
調
査
す
る
予
定
で
す
。

調
査
に
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

た
上
下
水
道
局
職
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
局
給
排
水

課
☎(

８
２
３)

８
４
３
２

河か
わ

辺べ

三
内

さ
ん
な
い

地
区

ち

く

で
水
道
水

す
い
ど
う
す
い

と

井
戸

い

ど

水み
ず

の
使し

用よ
う

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

を
調ち

ょ
う

査さ

工こ
う

業ぎ
ょ
う

統
計

と
う
け
い

調ち
ょ
う

査さ

に

ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

く
だ
さ
い

人
権
擁

じ
ん
け
ん
よ
う

護ご

の
普ふ

及き
ゅ
う

に

寄
与

き

よ

さ
れ
ま
し
た

毎年この時期、雄物

川流域８市町村の住民が一斉清掃を実施しま

す。秋田市は６月４日(日)開催で、当日午前８

時までに、秋田大橋茨島側の雄物川右岸に集

合してください。作業時間は１時間半程。

参加希望のかたは６月１日(木)まで、電話また

はＥメールで氏名と連絡先をご連絡ください。

環境保全課☎(888)5711
Ｅメール ro-evpl@city.akita.akita.jp

申し
込み

みんなで
雄物川を
きれいにしよう

   企画調整課(市役所４階)または同課ホ

ームページから申込書を入手し、５月

31日(水)午後５時(必着)まで、郵送か直

接、同課へ提出してください。

〒010-8560 秋田市企画調整課国際交

流担当☎(888)5464
企画調整課ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/pl/in/

申し込み

今年、秋田市は、友好･姉妹都市６都

市のうち、蘭州市(35周年)、ウラジオス

トク市(25周年)、キナイ半島郡(25周

年)、常陸太田市(40周年)と交流の節目

の年を迎えます。

これを記念し、すべての都市から青

少年を招き開催する青少年会議への参

加者(高校生)を募集します。テーマは

｢地球環境｣。  共通語は英語ですが、大

学生ボランティアがサポートします。

定員10人。会議は合宿形式で行い、

お互いの文化や習慣の違いを学びなが

ら交流します。詳しくはホームページ

をご覧ください。

＊定員を超えた場合は抽選となりますが、８月４

日(金)から７日(月)朝まで、ホームステイを受け

入れていただけるご家庭を優先します(１世帯

１、２人。謝礼あり)。

友好･姉妹都市との
交流に参加する
高校生を募集！

秋田市に住民票がある高校生で、次の

要件を満たすかた

▶宿泊を含むすべての日程に参加できる
▶英検準２級か相当する英語力がある
▶国際交流や環境問題に関心があり、会
議後も市の国際交流事業に参加する意

思がある　など

対象(保護者の同意が必要です)

秋田市友好･姉妹都市青少年会議
日程▶８月１日(火)～９日(水)
＊１～３日と７･８日は市内ホテル泊。

参加
無料


